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１．目的 

 本仕様書は、国立循環器病研究センター（以下、「当センター」という）が、当センターの

一般廃棄物収集運搬・処理業務（以下、「本件業務」という）の実施に関して、業務の確実な

実施を確保するため、業務の詳細について定め、円滑な業務運営を図ることを目的とする。 

 

２．契約概要 

（１）契約名称 

一般廃棄物収集運搬処理業務 一式 

（２）履行場所 

  国立循環器病研究センター 

（３）契約期間 

  自 平成 30 年 4 月 1 日 

  至 平成 31 年 6 月 30 日 

 

３．業務内容 

（１）処理対象物 

ゴミ集積室、厨房サービスコート及び先進医工学センター前に集積された可燃ごみすべ

てである。資源化可能な紙類は、含まない。 

 

（２）搬出方法 

①収集日は、日曜日と年末年始（１２月２９日～１月３日）を除く毎日とする。収集回

数は、平日と土曜日は午前及び午後の各１回以上（先進医工学センター前は午前１回

のみ）、祝日及び８月１４日～１６日については１回以上とする。ただし、年末年始を

含め、当センター内の集積場所の集積容量を超過しないように適切な回数で収集する

こと。 

②車両には当センターの廃棄物のみ積載し、他施設の廃棄物は積載せず処分場に運搬す

ること。 

③廃棄物搬出に必要とする用具類は、すべて受注者の負担とする。また、受注者の過失

により当センターの建物及び付帯設備に破損又は損傷を与えた場合は、受注者は弁償

の責を負うものとする。 

 

（３）処理方法 

搬出作業後は直ちに吹田市指定の処理場で処理するものとする。  

 

（５）報告方法 

①吹田市一般廃棄物処理工場発行の計量伝票（写）を毎月末に提出すること。 



 

（６）予定数量 

一般廃棄物（可燃ごみ）：５６４,６４０ｋｇ／１５ヶ月 

 

４．その他 

（１）請負者は、本業務を本仕様書及び「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」等の関係

法規に基づき適正に実施するものとする。 

（２）この仕様書は作業の大要を示すものであるが、衛生管理並びに美観上等特に必要と

認められる軽微な作業については、本書に定めのない事項についても契約金額の範囲

内で実施するものとする。また、その他定めのない事項については、必要に応じて当

センターと協議して定めること。 

（３）廃棄物の収集場所は、収集運搬車の大きさによっては当センターの天井の高さ、通

路の広さから集積場所に近づくことができない可能性があるため、必ず下見をするこ

と。 

（４）当センターは、２.（３）契約期間に記載のとおり、移転を予定している。移転にか

かる業務内容は当センターと協議の上、誠意対応すること。 

 

 


